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周の半径を r，写像領域の円周の半径を s としたとき結果は
で表される.ここで n は与えられた点の対の個数である.

































第 2 章では単位円板上の補間問題について述べられ Nevanlinna-Pick による定理が紹介されている.
N evanlinna -Pick 補問問題の可解性は対応するPick 行列の半正値性によって特徴付けられることがその主
な主張であるが，具体的に与えられたPick 行列が半正値であることを手計算で厳密に検証することは必ず
しも容易ではない.本章では，サンプル点がある円周上に規則的に並んでいるという特別な場合について，
その半正値性を円の半径によって記述することに成功しており，これは Baribeau-Rivard-Wegert による
2009 年の論文にあるサンプル点の個数4 の場合の結果の一般化になっている.また，実際に解となる函数の
数値シミュレーションが行われており いくつかのコンヒ。ュータグラフィックスも与えられている.
第 3 章は単位円板上の複素数値調和函数の幾何学的理論の紹介であり，特に解析的な場合の星型，凸型，
近接凸型函数の概念が調和の場合にどのように自然に拡張されるかがまとめられている.なお，調和画数の
場合には近接凸型であるための解析的な特徴付けが知られていないことがこの方面の研究の困難な点である
ことが指摘されている.
第 4 章では本研究により新たに得られた調和函数が近接凸型になるための十分条件が与えられ，その条件
を満たす函数族が詳しく研究されている.十分性の証明の後は，さらにその族に対して変動領域が非常に詳
しく記述される.その部分が本研究においてもっとも重要な寄与であり，このことからさらにその族に属す
る函数の増大度評価や歪曲評価など，重要な性質が原理的には導かれることになる.
第 5 章は付録であり，記号表がまとめられている.
Nevanlinna-Pick の補間問題は制御理論など応用範囲も広い問題であり，調和函数の幾何学的性質の究明
はフーリエ解析など古典的な理論への応用も期待される.よって，本論文における成果は情報基礎科学およ
び数学の発展に寄与するところが少なくない.
よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める.
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